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第 14 回 防災対策指針検討会 議事録 
 
1.開催日時：平成 20 年 5 月 16 日（金）10:00～12:10 
2.開催場所：日本電気協会 4 階Ｂ会議室 
3.参加者（順不同，敬称略） 
 委員：岩崎主査（関西電力），厚副主査（東京電力），飯塚（東北電力），田中（中国電力），

田尻（九州電力），沼田（日本原電）               （計 6 名） 
  委員代理者：長谷川(北海道・早川），中田（北陸電力・石櫃），井上（中部電力・霜垣） 

（計 3 名） 
 欠  席：高橋委員（四国電力），高階(常時参加) 
 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ：辻（関西電力），阿部（日本原子力研究開発機構），猪俣（原子力安全・保安院）               

（計 3 名） 
 事務局：糸田川（日本電気協会）                    （計 1 名） 
4.配付資料 

資料 No.14-1   第 13 回防災対策指針検討会議事録(案) 
資料 No.14-2   JEAG4102「原子力発電所の緊急時対策指針」本文(案) 
資料 No.14-3  JEAG4102「原子力発電所の緊急時対策指針」解説(案) 
資料 No.14-4  緊急時対策所設計指針策との関連について 
資料 No.14-5  課題事項の指針への取り込み案について 
参考-1     JEAG4102 改定に関する当面の課題（ドラフト） 
参考-2     防災指針｢異常事態連絡様式｣の廃止に伴う対応について（ドラフト） 
参考-3     官報改正情報ニュース 
参考-4        防災対策指針検討会委員名簿 

5.議事 
(1)定足数確認 

事務局より，委員総数 10 名に対して，本日の出席委員数は，代理出席を含めて 9 名であ

り，検討会決議に必要な委員総数の 2／3 以上の出席数であることが確認された。また，代

理出席者 3 名及びオブザーバ参加者 3 名について,岩崎主査より，会議参加が承認された。 
(2))前回議事録の確認 

事務局より全委員に事前送付済みの前回議事録(案)(資料 14-1)について，以下の修正の上，

正式議事録とすることが確認された。 
(修正箇所) 原子力・安全保安院→原子力安全・保安院 

(3) JEAG4102「原子力発電所の緊急時対策指針」改定(案)の検討 
主査より，資料 14-2～5 及び参考 1～3 に基づき，JEAG4102「原子力発電所の緊急時対

策指針」改定(案)に関して，前回以降に検討し，指針案に反映した内容について説明が行わ

れ，検討・審議した。 
本日の検討・審議内容を踏まえ，各委員の追加コメントを 5 月末までに主査へ寄せるこ

とし，その内容を次回検討会資料に反映することとされた。 
（主なコメント） 
[資料 14-2] 
・4 頁上６行目：｢・・の未然予防を図るとともに｣→「・・を未然に防止するとともに」

に修正した方がよい。 
・9 頁上 20 行目：｢磁気テープ｣→｢電子媒体｣でないか。 
・13 頁 3.11.3 訓練の評価において，「外部評価者」の表現を内容が明確になるように見

直した方がよい。 
[資料 14-3] 
・4 頁 3.原子力災害予防対策の解説 3.1 において，「軽微な変更」に該当する内容である

ことが明確になるように見直した方がよい。同じく，(参考)においても，｢名称に関す

る軽微変更である主旨を入れて見直した方がよい。 
・24 頁の熱ルミネセンス線量計又は蛍光ガラス線量計の配備数欄 5 行目：｢素子 2 個以
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上｣→｢素子は 4 個以上｣に訂正する。 
・36 頁上 11 行目：｢Ｂ⑨｣→｢Ｂ⑧｣に訂正する。 
・38 頁の｢全α核種｣及び｢全β核種｣の数値記載は原子力発電所には該当しないので，削

除した方がよい。 
・38 頁下８行目：｢移流拡散計算｣の呼び方はこれでよいのか調べる必要がある。 

[資料 14-5] 
  ・現状記載欄の本文 3.11.3 訓練の評価は，3.7.3 点検の項目の方がよいのでは。 
  ・当面の課題の最下欄の第 10 条の放射線測定設備等の故障において値を検知した場合の

処置に対し，解説のどこに記載するのか。 
  →6 頁解説 3.8 に入れることを考えている。 
6.その他 

次回検討会の開催日程は，別途調整することとされた。 
                       以上 


